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研究をされている先生方がこの新し
い学部に集まることで、こういうものが
できてくるよ、ということが浮かんでく
るといいなという風に思っています。
私が司会ということで進めますけど、
順番に皆さんに話していただいて、あ
るいはディスカッションしていただこう

と思います。各先生から国際コミュニケーション学部
で自分の研究はこんな感じでやっている、自分の考
える国際コミュニケーション学ってこんな感じで、そ
れにこういう形で寄与していきたい、ということを簡
単にお願いします。
根岸 ........年齢が上の順からかな（笑）。僕はフランスの
文学研究をやっているので、ある意味で狭い言語
に限定されてしまうかもしれませんが、今はポール・
クローデルという人について勉強しています。もとも
とはジャン・ジュネという非常に変わった作家をやっ
ていました。ジュネもクローデルも、基本的には「聞
こえない声を聞く」「見えないモノを見る」、それが
活動の基本です。その上で、何かを書いていく。そ
れが彼らの姿勢です。そういう意味では、コミュニ
ケーションというものの本質的なところ、特に「聞く」
能力、隠れているものを「見出す」のに長けた作家
だと思います。普通の情報に接しているだけでは見
逃してしまうようなことに、耳を澄まし目を凝らして、
それをキャッチするだけでなく、次は作家としてフラ
ンス語の言語の力をフルに使って、普通のコミュニ
ケーションの言葉の力ではなく、それを越えた所で
どこまで伝えることができるか、という試みに取り組
んだ人たちです。ジュネは、社会から疎外された人
だったので、見えないもの、聞こえない声を聞きな
がら社会を想像力によってどう広げ、組み換えてい
けるかを考えました。一方クローデルは、熱心なカト

鈴木 ........今日は、2020年に開設された専修大学国際
コミュニケーション学部の「紀要」創刊号の巻頭座談
会ということで、異文化コミュニケーション学科と日
本語学科の先生にお越しいただきました。皆さんの
考える「国際コミュニケーション」とはどういうものか、
これからどういうものを作っていきたいと考えるか、
というテーマで自由にお話しいただきたいと思いま
す。「国際コミュニケーション」というのは、外国語
や日本語の知識や運用とともに、多様な分野と関連
して成立するものだと思います。いろいろな分野の

日時：2021年8月6日（金）
場所：本学神田校舎10号館12階1012Fゼミ室

f.01　鈴木健郎氏

座談会

国際コミュニケーション学の可能性
W参加者（発話順）X

根岸徹郎―NEGISHI Tetsuro、フランス文学・文化、現代演劇

小林貴徳―KOBAYASHI Takanori、文化人類学、民族学、
 　　 ラテンアメリカ地域研究

今井ハイデ―IMAI Heide、文化地理、文化研究、都市計画、都市史と都市社会学

丸山岳彦―MARUYAMA Takehiko、日本語学、コーパス言語学

レベッカ・トンプキンス―TOMPKINS Rebecca、地域研究

宮本文―MIYAMOTO Aya、英米・英語圏文学

W司会 X

鈴木健郎―SUZUKI Takeo、宗教学宗教史学、中国の山岳信仰・身体文化研究、
 　　 異文化コミュニケーション学科長
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リック信者だったので神様を信じて、しかも外交官と
して日本にも大使として来ていました。そういう意味
で、国の幅を広げて世界をひとつに見る、あるいは
自然と超自然の世界をどう結びつけるか、そういうこ
とを考えてきた人です。つまり、コミュニケーションと
いうものの基本に触れようとした作家ではないかと思
います。こういったコミュニケーションに対する姿勢
を学生と一緒に考えていきたいと思っています。
鈴木 ........次に、小林先生はラテンアメリカの研究です。 

小林 ........私は専門がラテンアメリカ地域、とりわけメキ
シコをフィールドとした文化人類学とか、民族学とい
うものが主な研究分野になります。専門としている分
野からすると、コミュニケーション力というのはまさ
に不可欠なスキルです。研究調査を進める上で重要
なのがフィールドワークですが、コミュニケーションの
取り方によって、得られる情報やデータの質が大きく
左右されます。それが研究成果にもろに関わってい
くという意味では、自分自身のコミュニケーションス
キルをいかに保ち伸ばすかは、非常に大きな課題
です。その意味では、国際コミュニケーション学部
異文化コミュニケーション学科で学ぶということは、

われわれ教員が研究を通じて得られたことを学びの
場に還元すると同時に、われわれも学生たちと一緒
にスキルを高めていくこと、それがベースにあると思
います。とはいえ、フィールドワークが不可欠な研究
分野としては、新型コロナウイルスのパンデミック状
況は、研究調査の進捗状況に重大な影響を及ぼし
ています。ただそれをネガティブにとるのではなく、
ウイズ・コロナとかポスト・コロナといった時代にむけ
て、どのように調査方法、研究手法を練り直していく
か、というところが重要であると思います。いまの段
階で大学教育に従事しているわれわれが非常に強
く感じるのは、オンラインになったことでさまざまな
気付きを得たという点です。対面ができないからオ
ンラインになったわけですが、オンラインだからこそ
見えてきた課題や可能性があります。それはふだん
の授業だけでなく、自分の研究にもフィードバックで
きるでしょう。危機的な状況でもブレイクスルー、あ
らゆるチャレンジを試みる、というのも、国際コミュ
ニケーション学部で学べること、この学部で身につ
けられることだと思います。そういう意味では、ポスト・
コロナの中で新しいかたちの学びというものを提案し
ていくことができるのが、国際コミュニケーション学
ではないかなと、自分の研究分野から見てもそう思
えます。
鈴木 ........オンラインの可能性といえば、今日はまさに
今井ハイデ先生がドイツからオンラインで参加してい
らっしゃるので、お願いします。
今井 ........私の研究では、都市計画と文化と国際コミュ
ニケーションの研究と、いくつか異なるものがありま
す。コロナ下で、小林先生のお話と近いですが、新
しいアプローチ、ポジティブ・アプローチが大切です。
今回、東京オリンピックで東京の小さな町が問題と
なりましたが、これはドイツでも同じです。そこでの
コミュニケーションは、新しい方法を使わないと、た
とえばハイブリッドなコミュニケーションとか、若い人
と世代の違う人がいっしょに話し合うのは、けっこう
大きな問題です。今年私たちの研究グループは新し
い試みを始めました。たとえば remote-geographyと
いう概念を使います。東京でもコロナウイルスと古い
街づくりや町内会の問題ですね。感染の危険の中、
コミュニケーションはとてもむずかしいです。それを

f.02　小林氏のフィールド調査
（メキシコ、山岳部先住民コミュニティでの野外ミサ）
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f.04　丸山岳彦氏

どのように実現するか。SNSやハイブリッドを使うなど
の行為を調べています。10年前の東北大震災の時
も、石巻に行って、いろいろな人の話を聴きました。
それで、コロナと震災におけるコミュニケーションの
違いを比較研究すると、とてもおもしろい結果が出
ています。今週からドイツの大きなプロジェクトに参
加しています。ドイツと日本とスロベニアで比較研究
するプロジェクトがスタートしました。来年度はゼミで
このような新しい研究を学生と一緒にやりたいと思っ
ています。
鈴木 ........オンラインは、若い人なら、日本でも外国でも、
あるいは町内会みたいなところでもやっていますが、
年配の人は、そのコミュニケーションにどう参加すれ
ばいいのか、あるいは東京だけじゃなくて地方のコ
ミュニティではどういうかたちになるのか、そうしたも
のを全部含めてコミュニケーションを考えるというこ
とですね。
今井 ........たとえば、50人にインタビューした時に全部リ
モートを使いました。これは問題ないです。今は違
う国に調査に行きたくても無理ですが、リモートは問
題ない。これで新しい調査が可能です。
鈴木 ........リモートによる新しい可能性が出てきている
のですね。では次に、日本語学科から丸山先生に
来ていただいているので、お願いします。
丸山 ........国際コミュニケーション学という枠組みの中
で、言語学がどのように位置づけられるかということ

について、少しお話したいと思います。そもそも言
語学は言語そのものの研究ですから、先ほど根岸
先生がおっしゃっていた文学のように、テキストをど
う解釈するかというよりは、その言葉の構造そのもの
を捉えていくことになります。言葉といっても、当然、
様々な側面があるわけで、音の問題、単語の問題、
文の問題、文章と談話の問題、歴史、教育、情報
処理など、さまざまな側面が存在します。日本語学
科は、その多様な研究領域をカバーするような形で
教員が配置されていて、日本語学あるいは言語学
の観点から日本語を総合的に教育するという体制が
整っています。私自身は、コーパス言語学を専門と
しています。コーパスというのは、言葉の大規模な
データベースを指します。たとえば書き言葉を1億語
分集めてコーパス化し、それを検索して、その中に
出てくる言語現象を定量的に分析するとか、あるい
は話し言葉を大量に録音してコーパス化し、その中
でわれわれがどのようにしゃべっているかを分析する
とか、そのようなアプローチで言葉が実際に使われ
ている姿、言葉の使用実態に迫るという方法論をとっ
ています。
　国際コミュニケーション学という視点で考えてみま
しょう。私がよく言われるのは、日本人なのに、なん
で日本語を勉強しているの？ということです。日本人
が日本語を学ぶってどういうこと？　これは、日本語
学科の学生もよく問われるようです。ところが、日本
語学を学んでみて初めて気づくのは、われわれは日
本語を普段使っているけれど、日本語そのものの仕
組みについてはほとんど知らないし、きちんと考え
たことがないということです。大学一年生が初めてf.03　今井ハイデ氏



7座談会　国際コミュニケーション学の可能性

外国人留学生としゃべる機会を持つと、彼らが非常
によく日本語のことを知っていることに驚かされるわ
けです。日本語の文法や発音やアクセントの問題な
ど、そんなことを意識したこともない、知らなかった、
そういった気づきというものを一年生の時に与えるこ
とを意識的にやっています。結局これは、コミュニケー
ション、あるいは国際化というところと通じると思い
ます。
　つまり、国際コミュニケーションという文脈で考え
た時に、当然、相手のことを理解しようとすること、
コミュニケーションのためのツールを獲得すること、
これは非常に大事なことだと思いますが、同時に、
自分自身をどう理解するか、自分自身のことを相手
にどう伝えるか、という視点も大切になるでしょう。
私たち自身はどのような存在なのか、どういうふうに
日本という国や文化が存在し、それをどのように対
外的に発信して行くのか。このことについて考えるこ
とも、やはり国際コミュニケーションにとって非常に
大事な側面だと思います。この国際コミュニケーショ
ン学部にGC（異文化コミュニケーション学科）とGN（日本語

学科）があるのは、象徴的だと思います。つまり、外
に向かっていく方向性と、内に向かっていく方向性、
その両方の視点がないと、国際コミュニケーションと
いうのは成立しないのではないかと思っています。
　昨年度、「日本語入門」という授業をGCの方で担
当しました。日本語学の初歩を論じる講義でしたが、
GCの学生からはとてもいい反応が返ってきました。
日本語を母語にする学生に日本語の仕組みについ
て講義をすると、そんなこと知らなかった、考えたこ
ともなかった、そんなことが自分の頭の中に知識とし
て入っていることに初めて気づいた……など。そん
なところから自分自身に対する意識の明確化、気づ
きを促すような授業をしていきたいと思いますし、言
語学はそれにとても効果的に寄与できると考えてい
ます。
鈴木 ........丸山先生から、日本語というものを「国語」で
はなくて、外国語とか言語として普遍的な観点から
みるというお話がありました。外国語は単なる「ツー
ル」だといった言い方、言語を内容と分離できるよう
な誤解もありますが、言葉は人間の認識や心と直接
関わっている。また、言語学がないまま文学作品だ

ますね。
トンプキンス ........私は、出身はアメリカで、実は、ここと
同じような、アメリカのinternational studies＝国際研
究の専攻で、日本を中心に勉強しました。日本語
を3年間勉強して、3年目の1年間は日本での留学が
できました。とても貴重な経験でした。だから、い
ま国際コミュニケーション学部で研究したり教えたり
できるのは本当に嬉しいです。いま私の研究は、現
代日本の女性運動が中心ですが、女性運動の歴史
には、実は国際交流の例がたくさんあります。市川
房枝や平塚らいてうなどの女性運動家が、海外の女
性運動のリーダーとよく交流しました。たとえば、
1922年に加藤シヅエは、有名なアメリカ人の産児制
限運動のactivistであるサンガー（Margaret Higgins 

Sanger）に会って、日本で公演ツアーをしました。日
本は1933年、女性の運動をしている中で、市川房
枝とほかの婦選獲得同盟のリーダーたちは、シカゴ
などのアメリカの都市の女性のhousekeeping運動に
感化されました。このような事例は、国際コミュニケー
ションが現状だけではなく、長い歴史を持ち、世界
中で大事な役割を果たしてきたことを示しています。

f.05　レベッカ・トンプキンス氏

け読めるというものではない。
　丸山先生の紹介された「コーパス」は多様な時間
と空間の日本語を網羅しようとするわけですが、トン
プキンス先生は、戦前の日本のことを研究されてい
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もちろん現在のSNSやインスタント・コミュニケーショ
ン、世界中どこでも旅行できる時代では（いまはコロナ
でできませんが）、共通の目的をめざして異文化の人々
が共有できるツールとして、国際コミュニケーション
が大切になっていると思います。
鈴木 ........日本ではどちらに留学していらしたのです
か？
トンプキンス ........三鷹市の国際基督教大学です。
鈴木 ........そのあと、オランダにもいらしているそうです
ね。
トンプキンス ........博士課程はオランダのライデン大学で
した。4年間の真ん中1年間は日本で、それ以外は
オランダにいました。
鈴木 ........オランダも日本との関係が深いですね。次に、
英文学を専攻されている宮本先生にお願いします。
宮本 ........コミュニケーションについてまずは微視的な
ところから、私のコミュニケーションの癖からお話さ
せていただきます。癖と言えばいいのか、研究の傾
向と言えばいいのか、どうやら自分は論理的な道筋
を通して世界を切り分けて整理していくというよりも、
むしろ分析に抗うような傾向があると自覚しておりま
す。分析に抗って、まずはそのままに浸る、その時
間稼ぎをするために、口ごもったり、息を潜めて盗

み見したり、軽口を叩いたりする、そんな癖があり
ます。ただ、分析的・説明的な言語を自由自在に
駆使することを目指した教育を受けてきたので、そ
のような傾向を「自分の癖」とはとらえずに、むしろ
「劣ったところ」「矯正の対象」として抑圧もしてきまし
た。しかし、分析的・論理的である堅牢な道筋をい
ざ引いてみたら、借り物の論理や上滑りの言葉を自
分が話しているような気がしてきて、嫌になってしま
うことが多々ありました。反対に、分析的になること
に抗い、詩や小説から受けた感覚や思考の道筋に
対して、なるべくそれに見合った言葉を見つけるま
で十分に言葉を引き伸ばすことができた時には、
しっくりきました。そんなことを繰り返すうちに、たと
え学術研究であっても、分析的であることに抗う身
振りも、単に「癖」というのではなく、世界をどのよう
に見るか、クリティークの一つのあり方ではないかと
思うようになりました。特に、越境的で多層的なコミュ
ニケーションを想定し模索する本学部に属してから、
そんなようなことを考えるようになりました。
　文学を専攻しそのなかでもとりわけ詩に傾いて
いったのも、あとから考えれば、このようなコミュニ
ケーションの癖に強く関わっていたからと思います。
文学は「言い方」に非常にこだわる形式であり、とり
わけ詩は個々の詩人たちの「言い方」の癖が強く、
世界の見方やヴィジョンを論理的に翻訳するのでは
なく、そのような言い方しかできない形で提示するも
のなのです。もちろん、何かの文脈に置いて考えて
整理したり、論理的に翻訳することがあっても、なる
べく最後の瞬間までそういったことを先延ばしにする、
それが究極的には詩ではないかと。そして、詩を語
る言葉もまた、分析をなるべく先延ばしにしながら、
詩の言語や論理に陶酔したり拘泥してみる、そんな
あり方で良いのではないかと思うようになりました。
先ほど根岸先生が「見えないものを見る、聞こえな
いことを聞く」とお話しされたことと重なるかもしれま
せんが、私が惹かれる詩人たちもアンダーステートメ
ントな詩人たちです。「控えめさ」のなかに在るものを
よく見て、よく聞き、それを「控えめ」な身振りで声に
するような詩人たちです。時に勇ましいオーバース
テートメントの詩人であっても、オーバーな身振りで
〈あるもの〉を抑圧し、抑圧したがゆえにそのまま保

f.06　右から、小林貴徳氏、宮本文氏、根岸徹郎氏、
グローバルフロアにて
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ち時間稼ぎをするようなところがある人もいます。そ
んな詩人たちが、性に合うのだと思います。
　このような文学と親和性を持った「反-分析的」なコ
ミュニケーションの強みは何か考えると、教育面で
言えば、コミュニケーションという言葉のもつ大きさ
に圧倒されずに、当たり前ですがコミュニケーショ
ンのやり様は色 と々あり、個々人の癖を知るところか
らまずは始めてもいいのではないか、そんな風な微
視的なレベルからの視座を提供しうるところでしょう
か。また、多様性の時代が必然的にもたらす混沌、
正解のなさ、場合によっては正義のなさに、強靭に
耐えぬくしぶとさにあるのではないかと考えています。
多様性について、分析的に切り分けていく言説は
日々、洗練され先鋭化しております。その一方で、
圧倒的な説得力が、ときに多様性がもたらす混沌さ
を綺麗にしすぎている気もしなくもありません。「反-

分析的」なコミュニケーションは、居心地の悪い混
沌に留まり目撃しもがき続けるしぶとさを得意とする
のではないでしょうか。
鈴木 ........宮本先生のお話は、通常のコミュニケーショ
ンにうまく回収できない、乗らないようなものを含め
て、「コミュニケーション」の可能性を考えるという、
深いところのお話しだったと思います。
　国際コミュニケーション学部のカリキュラムは、日
本語学科も、異文化コミュニケーション学科も、言
語学や語学が基礎にあります。学生は留学の機会
もあり、複数の言語・外国語に触れる中で、言語と
は何だろうかということを普遍的・理論的に考えるこ
とになります。世界中に多様な文化や言語があって、
空間的にも時間的にも差異があって、そういう多様
性は実際には理論の枠に回収しきれないけれども、
できる限り分析するのが学問だということで、学生に
は実証的な手続きとかデータの解釈とかの勉強はし
てもらうことになる。言語学だけでなく、社会学や
人類学などの理論や知識も学ぶ必要がある。さらに、
理論や分析に回収しきれないものもたくさんあると
いった視点や感覚、それらを全部学べるというのが
よいと思います。人類学や地域研究では、なかなか
人が行かないところにフィールドワークで入って調べ
て、そこで言葉や五官でコミュニケーションして、一
緒にご飯食べてお酒飲んでみたいな感じで、いろい

ろなものを作っていく。そのやり方は、この人はマイ
ノリティでとか、既成の枠にきれいに分類しきれるよ
うなものではない。もちろん、社会階層とかジェンダー
とか、そういう概念自体がまだよくわからない学生に
は、歴史的経緯も含めてしっかり教えないといけな
いけど、一方で、学術用語や分析概念を使って分
類したらトコロテンみたいに答えが出てくるっていう
ものじゃないということも理解してもらいたい。言葉と
か文化とか人間の心には非常な深みがあるというこ
とを学べる、それは文学をやっている先生がいらっ
しゃるポジティブな作用だと思います。この学部・学
科の教員は、研究している地域も時代も分野も多様
で、教員同士もまさに国際コミュニケーションとか異
文化コミュニケーション的で、学生はその様子を見
ながらバランスよく学んで行くことができると思います。
根岸 ........僕たち研究者個人は、ひとまず答えを探さな
いといけないとは思うんですけど、それを受ける人た
ちにとっては、ある意味、鈴木先生がおっしゃったよ
うに、結局、明確な答えというものはないともいえる
と思います。むしろ答えがないことが答えなんだと思
うので、なんでこの答えを探すかっていう問いかけ
の方が大切で、だから学生が問いかけを自分で見
つけてもらった方がよいかなと思うし、この学部で学
ぶ意義というのはそういうところにあるのではないか
と考えています。
　ところで丸山先生にうかがいたいのですが、高校
までは日本語ではなくて国語ですが、その国語と日
本語の差が、学生たちが不思議だとか知らなかった
とかいうことに影響しているんでしょうか？
丸山 ........国語と日本語の違いというのも必ず授業で説
明するようにしています。日本の中で国語と言えば、
日本の国内で広く使われている言葉を指します。一
方、日本語というと、世界中に数多くある言語の中
の一つ、という位置づけになります。象徴的だった
のが、2004年に「国語学会」という学会が「日本語
学会」に名称を変更したことでした。我々がやってい
るのは「国語学」なのか「日本語学」なのか、かなり
論争があったんです。21世紀という新しい時代になっ
て、国語学という閉じた世界ではなくて、一般言語
学の中での日本語という扱いをやっていこうというこ
とで、最終的には日本語学会に改称されました。先
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ほども申し上げたのですが、高校生まで「国語」は
学んできた、でも「日本語」のことは知らない、そう
いうところに問題点を見つけ、自分の頭の中ってどう
なっているんだっていう問い、発見、気づき、根岸
先生の言い方だと「問いかけを自分で見つけられ
る」、そこへ導いていける、というのが日本語学の
面白いところだと思います。
根岸 ........国語学会が日本語学会に変わって、もともと
国語学会の英語名称はJapaneseだったんですか？
National Languageとはならないでしょう？
丸山 ........現在の日本語学会の英語名称はThe Society 

for Japanese Linguisticsですが、国語学会の英語名
称は The Society for the Study of Japanese Language 

だったと思います。
根岸 ........英語にした時国語はJapaneseになると思うん
です。そのあたりの矛盾というのは、すごく問題をは
らんでいて、たとえばフランスではフランス語を「国
の言語」とは呼ばず、もちろん、「フランス語」です。
トンプキンス ........アメリカはイギリスではないので、英語
＝Englishしかないです。国はアメリカですが、「アメ
リカ語」はないです。
丸山 ........ちなみに私が専修大学に来たのは2016年で
すが、そのまえは国立国語研究所というところにい
ました。そこはいまでも国立国語研究所です。英語
名 称 はNational Institute for Japanese Language and 

Linguisticsですが、1948年の設立当初はThe National 

Language Research Instituteといいました。
宮本 ........それは「国語」を直訳したんですね。
丸山 ........そういうことだと思います。
根岸 ........本学部の名称を考える時にも、いろいろな
候補が出ました。「国際」という言葉はやめた方がよ
い、いつまでも「国」という概念でもないだろうと。
Internationalはまだ少し通用するにしても、National

という概念はもう変わってきているので、「国際」とい
う言葉にひきずられない方がいいんじゃないかとい
う意見も出たんですが、いろいろな事情でこうなりま
した。 

鈴木 ........国際コミュニケーション学部がSchool of 

International Communication、異文化コミュニケーショ
ン学科がDepartment of Intercultural Communication

となりました。

根岸 ........でもglobalも中国語だと「地球的」とかになる
でしょう？
鈴木 ........どの言語を使っても難しい。確かに、内向き
に考えるか、外から客観的に見るかが、日本の場
合は英訳するときに出やすい気がします。コミュニ
ケーションだと、「読む・聞く・書く・話す」のほかに「見
る・見せる」というのがありますが、異文化コミュニ
ケーション学科の授業だと、映像コミュニケーション
や身体系のコミュニケーションを柱にしてカリキュラ
ムを作ってあります。ドキュメンタリー映画監督の先
生も、表象文化論の先生もいらっしゃいます。
根岸 ........「読む・聞く・書く・話す」というのは、あくまで
主体があって、「私が」ということで、それはかなり
西欧的な考えですね、「読む私がいる」「書く私がい
る」と。それに対して、ドキュメンタリーというのは、撮っ
たものを主役に返さなければならないですから、そ
う意味ではおもしろいもので、「見せる」というのを
「私」がないところで見せなければならないから。
鈴木 ........ドキュメンタリーに主体性がないということは
ないですね。あたかも主体性がないかのように作っ
てある場合でも、そこに出てくる主体性というのは明
らかにある。編集などを通して、わかりやすい意図
や主体性が出ていることもある。今井先生は、根岸
さんが言われた主体性の問題はどう考えられます
か？　今井先生の場合、フィールドワークの調査結果
というのは、対象そのものがこうですよって客観的に
示して、自分の考えは極力出さない、現地ではこう
なっていると示すようにするのですか、それとも、こ
れはこういうことではないかという範囲で、先生の研
究者としての主体性をむしろ出すべきだとお考えで
すか。あるいは、それについてバランスがあるので
しょうか？
今井 ........フィールドワークでは、「聞く・話す」などのほ
かに、匂い＝tasteなどのsense、つまりロジカルなコミュ
ニケーションだけでなく、全部使います。何を見たか、
何を聞いたか、匂い、気持ち、リズム、メロディーな
ど全部使います。このようなコミュニケーションがあり
ます。どうdetailが違うか、たとえば日記を書く時に、
何を見たか、何を話したか、書くだけでなく、スケッ
チを使ったりすることもできます。学生には、国際コ
ミュニケーションではそうしたものを全部使ってくだ
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さいと言っています。
鈴木 ........おもしろいですね。ロジカルにコミュニケー
ションしているだけじゃなくて、フィールドワークに行っ
た時には、その日のお天気から、においから、気
持ちから、そういうものを全部使ってコミュニケーショ
ンしているということですね。
小林 ........フィールドワークは、まさに全身そこに浸かる
わけですから、論理的に事前に準備してもすべて実
現できるとは限らない。突然雨が降ってきて、すべ
てが中止になるとか、いろいろな状況が起こりうる。
まさに匂いは、脳のすごい奥底にしみこむんですね。
ある時、この匂いをかいだら、ふっとフィールドワー
ク中のある場面を思い出すということはよくあります。
全身そこにどっぷりひたるというのが、一つのコミュ
ニケーションのあり方だと思います。だからこそ余計
に、現地調査に行くことができない今は、そこが恋
しくてしょうがないんですけれども、それに代わる方
法で、このポスト・コロナを生き抜いて行かないとい
けないわけです。
根岸 ........僕は演劇なので、演劇は基本が劇場で観る
もので、匂いとか、すわった席が寒いとか、そうい
う要素もいろいろあります（笑）。そういった意味でも、
バーチャルな要素が大きく介入してくるであろうポス
ト・コロナの演劇はどうなるのか。五感を使うのはた
いへんだと思います。
小林 ........コミュニケーションという意味では、コロナ以
前は他者と共感を得やすかったです。ともに時間と
空間を過ごす、そこの同じ空気を吸っていることで、
何らかのかたちで共感をよぶ状況ができやすかった
のですが、今はzoomとかmeetとかで、そこがなか
なか見込めないことになっている。その一方で、シ
ンパシーとかエンパシーとか、共感力が非常に求め
られている中にあって、われわれはそこを研究調査
の中でどう乗り越えていくか、大学の学びの場で、
それをどう伝えていけるのかが大きな課題となってい
る。本学部は、これだけいろいろな学術分野の先
生が集まっているから、きっとよいアイディアが出てく
るんじゃないかと期待しています。
根岸 ........演劇の一つの基本は「いまここで」なんです
が、これがコロナで崩れるわけです。今井先生が「い
まここで」といっても、今井先生がいるドイツは午前8

時で、そうすると時間って何なのか、ということにも
なる。映画の授業をやっていて思うのですが、映画
が生まれた時は、同じものを同じ場所で見るという
のがベースだった。それがいまでは、100年前の映
画を見ることもできるし、個人が個別に見ることもで
きるようになった。メディアでは、このようないろんな
可能性ができていて、新しいかたちが生まれると思
う。こういうことも考えていかないといけないと思うん
です。
鈴木 ........今井先生がおっしゃっていた、フィールドでの
コミュニケーションの問題ですが、私もフィールドワー
クをやるからよくわかります。現地に体を持っていく
ことで、全然違いますね。まさに身体の問題で、五
官を使って全身で、身体とか人間だけではなく、動
物とか空気とか空間とか、その世界全体とのコミュニ
ケーションがある。この学部学科を作る時には、ちゃ
んとそこまで考えて、映像コミュニケーションとか、
身体のコミュニケーションが入っていて、それが言
語コミュニケーションとばらばらにならないように、
場合によっては自然環境も含めたような、そうした全
体でのコミュニケーションの重層的な様相を学生に
示してみたいということで、この学部学科を考えたん
ですね。
　文学にしても演劇を含んでいるともいえるし、その
一方で、なまの経験とか、空間というのは「いまここ
で」という限界がありながら、それが映像となりドキュ
メンタリーとなったり、その言語の人が言葉にしたり、
歴史的な資料になったりすると、「いまここで」という
時間空間を超えて、違う場所、違う時代のものを体
験できる。言葉とか映像というのは身体にむかう直
接性においては、やはり一歩ゆずるところがあると
しても、ある意味で抽象度が高く、普遍性というか、
むしろ時間空間の制約を超えることができるという
点で、そういう乗り物になるというのはおもしろいと
思います。そして、そこにポスト・コロナの可能性も
出てくるんですね。
根岸 ........今井先生、ドイツにも日本のような、道と呼べ
るような、狭い通路のような路地ってあるんですか？
今井 ........あります。ライプニッツは古い町で、フィールド
ワークでたくさんの人と話しました。コロナのために
コミュニケーションがどうなっているか、たとえば、
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実際に話すのと、リモートではどうなっているか、こ
れはおもしろい課題です。新しいコンセプトをやって

していまうれしいか、それをコーヒー飲みながら話し
たりするのがとてもいい。コロナでもプライベートなコ
ミュニケーションは守られるが、外で少しみんなと話
したいという気持ちが強い。それが、神楽坂がおしゃ
れになっていることとマッチして、普通のコミュニケー
ションをしています。
鈴木 ........ちょっとコーヒーを飲むとか、そういった日常
的な小さいコミュニケーションが切実になってきてい
るということでしょうね。
丸山 ........さきほどの「いまここを超える」という話を
ちょっとしたいのですが、日本語で録音された音声
の中で最も古い記録って何年だと思われますか？現
在のところ確認されているのは1900年、パリ万博で
録音された音声です。パリ人類学会が当時出回り始
めていた録音機を持ってきて、世界中から集まって
きた人々の声を録音して回ったという記録があります。
1900年8月28日、新橋の料亭の女将さんのおしゃべ
りを録音したものがフランス国立図書館に残ってい
ます。岩間くにさんという方で、当時42歳か43歳ぐ
らいです。〔録音を流す〕いかにも古い録音ですが、
ほとんど理解できますよね。ところが、120年前の新
聞になると、これは読めませんよね。これは書くこと
と話すことの乖離という点でもあるのですが、このよ
うに日本語の歴史を遡ってコーパス化することもでき

いる人もいて、お店の前にオンライン・ボックスを置
いたりしています。それから、商品を卸売りする大き
な店にも行きました。日本でいうと築地とかにあたり
ます。そこで何十人の人 と々話しました。私たちは
豊洲にも行きましたが、豊洲ではコミュニケーション
はぜんぜんありません。豊洲では魚の匂いがきつく
て、お寿司を食べようとしても、若い人には無理だ
と思います。こういう研究の結果は非常におもしろ
いので、機会があったら話したいと思います。
鈴木 ........オンラインで便利になる一方、匂いとかに対
して感覚が変わってしまう可能性はありますね。コロ
ナのせいで歴史ある地域文化も変わってくる。今井
先生は神楽坂のことを書いておられましたが、神楽
坂はおしゃれな町になって、若くてインテリジェント
な人が入ってきて、そういう人たちはオンラインでも
時代に合わせてやっていけるけれど、お年寄りの人
たちはもう降参という感じになってしまうこともある、
と。そういうコミュニケーションの問題は、どうなるん
でしょうか？
今井 ........オンラインのコミュニケーションはとてもむず
かしいので、飲み物とか食べ物を通してする小さい
コミュニケーションが役に立っています。自分がどう

f.07　今井氏の研究対象̶東京の路地

f.08　今井ハイデ著『Tokyo Roji』f 08 今井ハイデ著『T k R ji』
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るわけです。それから、次の音声を聞いてみてくだ
さい。どこの方言か分かりますか？〔録音を流す〕こ
れは鳥取県です。1984年の高齢者の録音ですから、
明治生まれですね。
小林 ........一つは「せ」と「し」ですね。僕は鳥取出身で
すが、もはやネイティブじゃないんで、わかりません
が、（大黒さんを）「であこくさん」と発音するのは特徴
かもしれません。
丸山 ........書き言葉、話し言葉、どちらもコーパスがあ
ります。また、同時代の言語を集めた共時コーパス、
異なる時代の言語を集めた通時コーパスがあります。
書き言葉の通時コーパスとしては、奈良時代から日
本語のテキストを1300年分ぐらい集められるわけで
すが、話し言葉の場合は120年ぐらいしか音声の記
録が残っていませんから、なかなか通時コーパスと
するのは難しいところです。私はここ数年、1950年
代の音声を発掘してコーパス化する仕事に取り組ん
でいます。現代の話し言葉コーパスと連結すれば、
話し言葉の通時コーパスができるわけです。
根岸 ........さきほどの新橋の芸者さんの日本語は、小
津安二郎の映画に出てくる文学座の俳優さんの話し
方にそっくりです。
丸山 ........いい着眼点ですね。もう一つだけお聞かせし
ます。次は1957年の録音で、20代の女性の発話で
す。〔録音を流す〕これ、いかにも原節子っぽい話
し方ですよね。こういう実態は、やはり音声を聞い
てみないとわからない。これも過去の音源をコーパ
ス化することによって分析できます。要は、空間的
な広がり、つまり方言、外国語もそうですが、それ
から時間的な広がり、通時的な方向になるのです
が、そこに言葉の多様性を確保したうえで、それに

まだないから。でも、初期のころのトーキーのフラン
ス語はわかりやすいです。さっき、映画の中の日本
語という話がありましたが、それは本当の日本語な
のかという問題があります。出てくるセリフだから、
実際のセリフじゃないので、普通は「あー」とか「えー」
とかがあるけど、演劇ではそういう言葉は絶対に入っ
てこない。そういう意味では、小津安二郎の映画の
せりふは独特でしょう。それを日本語と言えるのだろ
うかという問題がある。
鈴木 ........英語はどうなんでしょう。シェイクスピアの英
語が読みにくいということはあるんでしょうか？
トンプキンス ........いや、いまでも読めると思います。高
校で勉強しました。
根岸 ........日本とは違いますね。日本じゃ近松門左衛
門は絶対に読めない（笑）。
鈴木 ........英語だと、100年200年ぐらい前でも全然問
題なく読める？
トンプキンス ........そうですね。シェイクスピアは400年く
らい前でしょう。
鈴木 ........英語は世界中で話されていますが、アメリカ
でも方言があるでしょうし、階層によっても違うだろう
し、旧植民地で話されている英語もまた違うと思い
ます。トンプキンス先生がいままで聞かれた範囲の
英語ではいかがですか？
トンプキンス ........オランダに住んでいた時、座談会に参
加して、ある研究者がスコットランドのどこかのご出
身で、英語ネイティブなんですが、この人の英語は
全然わからなかった。あまり聴いてない方言だった
ら、やはりわかりません。
丸山 ........方言話者は、よほどの高齢でない限りバイリ
ンガルです。

f.09

対してどのようにアプローチしていくか
というところが問題になるわけです。 

鈴木 ........フランス語はどうですか？100

年前のフランス語はいまとくらべてどう
なのでしょうか？
根岸 ........100年前のフランス語は聞いた
ことがないからわかりません。
鈴木 ........映画などには残ってないんで
すか？
根岸 ........声の入った映画は100年前は
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根岸 ........トンプキンス先生にとって、わかりにくいのは
どんな日本語ですか？
トンプキンス ........速い日本語ですね。
小林 ........地域差という点では、広大なスペイン語圏内
の地域差はおもしろいです。スペイン国内でもかな
りの地域性がみられますし、ラテンアメリカ各地はも
ちろん、アメリカ合衆国のヒスパニックなど多様を極
めています。個人的には、アルゼンチン人のスペイ
ン語はイタリア語のようなリズムや抑揚を持っていて
個性が強いと思います。また、カリブ海域で話され
るスペイン語では、単語の「s」を発音せず、音が飲
み込まれてしまうことが多いです。そんな多様性の
なかでもおもしろいのが、みんな自分たちの話すス
ペイン語が一番きれいだと言っている点ですね。ほ
かの国や地域のスペイン語に対しては、「聞きとりに
くい」「速すぎる」「遅すぎる」なんて批判します。とり
あえず自分たちのが一番いいわけです。いろいろ
な国の人の意見を聞いていると、聞き取りにくいとよ
く挙げられるのはチリのスペイン語でしょうか。あと、
スペインの中でも中央部、マドリードのスペイン語で
す。速すぎて何を言っているかわからないし、そも
そも彼らは人の話を聞かない（笑）。
宮本 ........それはボキャブラリが違うのですか？
小林 ........ボキャブラリの違いもありますが、直感的に
わかるのは話し方ですね。スペインでも、ポルトガ
ルの北部にあたるガリシア地方は、日本人の気質
に非常に近くて、空気を読む、人に気遣いができる
ような話し方です。一方、ラテンアメリカだと、アル
ゼンチン人のスペイン語は抑揚があって歌っている
みたい。コロンビアやメキシコのスペイン語は明瞭
で、個人的には一番聞き取りやすいと感じます。そ
うした差異は、国や地域ごとに異なる歴史的背景に
よると思います。たとえば、チリとかアルゼンチンの
場合はドイツ出身とかイタリア出身とかの移民の影響
があるでしょうし、カリブ海地域だったら、そのルー
ツとしてアフリカ大陸が浮かび上がります。クレオー
ルかピジンかは別としても、ルーツとなる国や地域
の言語との混ざり具合、そういった部分はあると思
います。また、メキシコの場合、ボキャブラリのレベ
ルで先住民族の単語が借用されていたり、スペイン
語化していたりというケースもかなりあります。そうし

た多様性は非常に興味深いし、自分たちの言葉が
一番いいんだっていうのはおもしろいですね。
根岸 ........たとえば、カナダのフランス語は、自分たち
のフランス語が一番と思っているのか分からないけ
ど、移民をした時の当時の言葉が残っているので、
オーストラリアの動物みたいな感じで、本国では使
われなくなった表現などが残っていて田舎っぽく聞こ
えるといいます。フランス人っていうのは、ほかの地
域のフランス語をちょっと軽く見るので嫌なんですけ
れども。スイスとかベルギーとかも何となく下に見る
んですね。ベルギーのフランス語ってなにあれとか。
ベルギーのフランス語はすごく分かりやすいし、ベ
ルギー人は人がいいし、とても好きなんですけれど、
それをからかったりするフランス人が嫌だなと思った
りもします。ベルギーは食べ物もおいしいですよ！
鈴木 ........だいぶまとめにくい感じになってきましたが
（笑）、でもおもしろくて、小林先生がお話になった、
全員が自分のところのお国言葉が一番だと誇りを
持っているっていうのは、すごく恵まれた状況で、逆
に、コンプレックスを持っていて、日本でも関西人
は方言でも平気でしゃべるけど、東北の人は嫌がる
感じがあったりする場合もあって、これは歴史的な
抑圧関係があるわけで、スペイン語にはそれがない
ということですね。
小林 ........外に出る人間は影響をもろに受けますよね。
自分の育った文化や言語というのを、客観視・客体
化する経験をとおして、あえて劣位に見るようになる
ことが多い。とはいえ、人によっては、15年も20年
も関東にいるのに関西弁をしっかり守っている方も
いる。
根岸 ........むかしグリコ森永事件というのがあって、脅
迫文があって「食べたら死ぬで」と書いてあったんで、
関西出身の僕なんかからするとド迫力があったんだ
けど、ニュースでNHKのアナウンサーが言うと、まっ
たくおもしろい話ではなくて、文字を音に変えただ
けみたいで。関西弁であれを言うと、本当にこわい
感じなんです。
丸山 ........アルゼンチンではスペイン語を話してますが、
アルゼンチンの人たちは、自分たちの言語を「スペ
イン語」と言うんですか？
小林 ........やはり「スペイン語」と言います。逆に、スペ
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イン人は「スペイン語」と言わず、「カスティーリャ語」
と呼ぶことが多いです。スペインでは、スペイン語
のほかに、「カタルーニャ語」「ガリシア語」「バスク語」
「バレンシア語」などいくつか自治州ごとに定められ
た公用語があって、それは憲法でも認められていま
す。スペイン国内の他の地方の人たちは「カスティー
リャ語」を「スペイン語」とは呼びたくないんです。
鈴木 ........では「エスパニョール」というのは、どういう概
念ですか？
小林 ........一般的には「スペインの言葉」という概念で
すが、スペイン国内では中世のカスティーリャ王国の
言語に由来するので「カスティーリャ語」と呼ばれます。
16世紀に新大陸に渡っていった征服者たちがこの
言語を使用していたこともあり、宗主国のスペインか
ら伝わった言語ということでエスパニョールというわ
けです。
鈴木 ........現地に行って、「Can you speak English?」み
たいな感じでSpanishとかエスパニョールとは言えな
いということですか？ 

小林 ........スペイン国内ですか？たとえば、外国人がバ
ルセロナで「スペイン語を話せますか」と現地の人に
尋ねた時なんか、「知ってるけど話したくない」とか
「私はカタルーニャ人なので話さない」とか「スペイン
語なんて知らないよ、カスティーリァ語のことかな」と
か、そういう対応をされます（笑）。さっきの国語と日
本語と同じような話になります。
根岸 ........フランスではEUが始動する直前に、憲法に
言語に関する文言を入れたんです。フランス共和国
の言語はフランス語だという一文です。それで、オ
クシタン語とかプロヴァンス語とか、フランスの地方
言語を全部切ってしまうことになってしまった。そうい
うことをやっちゃいけないだろうと思いつつ、英語と
いう巨大なものに対してフランスが小さいので、政
治的に守るためにそうしたら、国の中の小さい言語
を圧迫することになってしまった。
宮本 ........アメリカには、Official languageはないんです。
根岸 ........日本でもあまり言わないですね。公用語とい
うのはあるんでしょうか？
丸山 ........日本では「共通語」という概念はありますが、
「公用語」という概念はありませんね。また、政治が
言葉に対して関わりを持っていくことを言語政策とい

いますが、日本の言語政策では、「正しい日本語」
というのはないんです。内閣告示で言葉遣いに関す
る指針は出るのですが、提案レベルでしかない。「正
しい日本語」とか、「美しい日本語」というのはない、
というのが、言語研究者の立場です。もちろん教育
の現場では正しさや誤りが問題になるわけですが、
教育側に軸足を置くか、言語の実態記述に軸足を
置くかで、そのような視点は変わってくる。最近のツイッ
ターでも、漢字のここがはねてないから×、という
国語テストの話が問題視されていましたね。結局、
どのような立場で基準を定めるかだと思います。
鈴木 ........そろそろまとめたいんですが、個別のところ
には多様性とかが出てきて、あまり乱暴には括れな
いということが分かってきました。そういう個別のい
ろいろな細かい多様性とか、細分化される問題をざ
くっとした箱に入れて、いい加減にしてしまわないか
たちで、しかもそのあいだでコミュニケーションが大
きく成り立つということ、そういうことが可能なのかど
うか、そこをまさにこの学部で実験していく、研究し
ていく方向なんだと思います。本日は長時間ありが
とうございました。


